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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月1日(2010.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の人物を一度に撮像して画像データを生成する人物撮像手段と、
　前記人物撮像手段により生成された前記画像データから前記複数の人物の顔を検出する
顔検出手段と、
　前記顔検出手段により検出された複数の顔の顔画像データを生成する顔画像データ生成
手段と、
　人物以外の特定の被写体を撮像して特定被写体画像データを生成する特定被写体撮像手
段と、
　前記特定被写体撮像手段により生成された特定被写体画像データが、前記顔画像データ
生成手段により生成された複数の顔画像データのいずれに対応するかを特定する特定手段
と、
　前記特定被写体撮像手段により生成された特定被写体画像データを、前記特定手段によ
り特定された顔画像データと対応付けて記録する記録制御手段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記特定被写体撮像手段は、前記顔画像データ生成手段により生成された複数の顔画像
データの各々に対応する複数の特定被写体画像データを、一度の撮像または複数回の撮像
で得られた画像データにより生成し、
　前記特定手段は、前記特定被写体撮像手段により生成された複数の特定被写体画像デー
タの各々が、前記顔画像データ生成手段により生成された複数の顔画像データのいずれに
対応するかを、前記顔画像データおよび前記特定被写体画像データの検出位置または撮像
順序に基づいて特定し、
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　前記記録制御手段は、前記特定被写体撮像手段により生成された複数の特定被写体画像
データの各々を、前記特定手段により特定された各々の顔画像データと対応付けて記録す
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記特定被写体撮像手段は、人物の名刺を撮像して名刺画像データを生成し、
　前記特定被写体撮像手段による前記複数の人物の名刺の撮像の際に、当該撮像の案内を
行う撮像案内手段を備え、
　前記特定手段は、前記撮像案内手段による撮像の案内に従って前記特定被写体撮像手段
により撮像され生成された前記複数の名刺画像データと当該名刺画像データの各々に対応
する顔画像データを、前記撮像案内手段による撮像の案内の内容に基づいて特定すること
を特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像案内手段は、前記特定被写体撮像手段により前記複数の人物の名刺を一度に撮
像する際に、当該複数の名刺の配置を案内し、
　前記撮像案内手段による撮像の案内に従って前記特定被写体撮像手段により一度に撮像
され生成された前記複数の名刺に係る複数名刺画像データから各名刺毎に個別の名刺画像
データを生成する名刺画像データ個別生成手段を備え、
　前記特定手段は、前記名刺画像データ個別生成手段により生成された前記複数の名刺画
像データと当該名刺画像データの各々に対応する顔画像データを、前記撮像案内手段によ
る撮像の案内に係る前記名刺の配置に基づいて特定することを特徴とする請求項３に記載
の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮像案内手段は、前記名刺撮像手段により前記複数の人物の名刺を複数回に分けて
撮像する際に、当該複数の名刺の撮像順を案内し、
　前記特定手段は、前記撮像案内手段による撮像の案内に従って前記特定被写体撮像手段
により複数回に分けて撮像され生成された前記複数の名刺画像データと当該名刺画像デー
タの各々に対応する顔画像データを、前記撮像案内手段による撮像の案内に係る前記名刺
の撮像順に基づいて特定することを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記記録制御手段により対応付けて記録されている前記名刺画像データ及び前記顔画像
データに基づいて、名刺画像の所定位置に顔画像を配置して顔画像付き名刺画像データを
生成する顔画像付き名刺画像データ生成手段を備えることを特徴とする請求項２に記載の
撮像装置。
【請求項７】
　前記顔画像付き名刺画像データ生成手段は、
　前記顔画像付き名刺画像データを生成する際に、名刺画像の所定位置に顔画像を配置す
る領域が無い場合には、更に、前記名刺画像データに基づいて、前記名刺の文字を認識し
て文字データを生成し、この生成された文字データと前記顔画像データを配置して顔画像
付き名刺画像データを生成することを特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記特定被写体撮像手段により生成された前記名刺画像データに基づいて、前記名刺の
文字を認識して文字データを生成する文字データ生成手段を備え、
　前記記録制御手段は、前記顔画像データ生成手段により生成された前記複数の顔画像デ
ータのうちの同一人の顔画像データと、前記文字データ生成手段により生成された前記文
字データとを対応付けて記録することを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記記録制御手段は、前記顔画像データ生成手段により生成された複数の顔画像データ
を同一のグループとして記録し、
　前記記録制御手段により同一のグループとして記録されている前記複数の顔画像データ
を利用した名刺画像データの登録処理の実行が指示されているか否かを判定する実行指示
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判定手段と、
　前記実行指示判定手段により前記名刺画像データの登録処理の実行が指示されていると
判定されると、前記撮像案内手段による案内を開始することを特徴とする請求項３～５の
何れか一項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記人物撮像手段により生成された前記複数の人物に係る画像データに対して圧縮処理
を施すデータ圧縮手段を備え、
　前記顔画像データ生成手段は、前記人物撮像手段により生成され前記データ圧縮手段に
より前記圧縮処理が施される前の前記画像データに基づいて、前記顔画像データを生成し
、
　前記記録制御手段は、前記人物撮像手段により生成され前記データ圧縮手段により前記
圧縮処理が施された後の前記画像データと、前記顔画像データ生成手段により生成された
複数の顔画像データを関連付けて記録することを特徴とする請求項１～９の何れか一項に
記載の撮像装置。
【請求項１１】
　複数の人物を一度に撮像して画像データを生成する人物撮像手段と、
　前記人物撮像手段により生成された前記画像データから前記複数の人物の顔を検出する
顔検出手段と、
　前記顔検出手段により検出された複数の顔の顔画像データを生成する顔画像データ生成
手段と、
　前記複数の人物の名刺を撮像して名刺画像データを生成する名刺撮像手段と、
　前記顔画像データ生成手段により生成された前記複数の顔画像データの各々に対応付け
て前記名刺撮像手段により生成された同一人の前記名刺画像データを記録する記録制御手
段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１２】
　被写体を撮像して画像データを生成する撮像手段と、
　前記撮像手段により生成された前記画像データから人物の顔を検出する顔検出手段と、
　前記顔検出手段により検出された人物の顔部分を前記画像データ内より切り取って顔画
像データを生成する顔画像データ生成手段と、
　前記顔画像データ生成手段により生成された顔画像データを記録する顔画像データ記録
手段と、
　前記顔検出手段により検出された顔が複数であるか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により複数であると判定された場合は、前記顔画像データ生成手段により
生成された複数の顔画像データと前記撮像手段により生成された前記画像データとを関連
付けて記録する記録制御手段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１３】
　複数の人物を一度に撮像して画像データを生成する人物撮像手段を備える撮像装置に、
　前記人物撮像手段により生成された前記画像データから前記複数の人物の顔を検出する
機能と、
　検出された複数の顔の顔画像データを生成する機能と、
　生成された複数の顔画像データを同一のグループとして記録する機能と、
　前記同一のグループとして記録されている前記複数の顔画像データを利用した顔画像デ
ータ利用処理の実行が指示されているか否かを判定する機能と、
　前記顔画像データ利用処理の実行が指示されていると判定されると、前記複数の顔画像
データに基づいて前記顔画像データ利用処理を実行する機能と、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　請求項１記載の発明の撮像装置は、複数の人物を一度に撮像して画像データを生成する
人物撮像手段と、前記人物撮像手段により生成された前記画像データから前記複数の人物
の顔を検出する顔検出手段と、前記顔検出手段により検出された複数の顔の顔画像データ
を生成する顔画像データ生成手段と、人物以外の特定の被写体を撮像して特定被写体画像
データを生成する特定被写体撮像手段と、前記特定被写体撮像手段により生成された特定
被写体画像データが、前記顔画像データ生成手段により生成された複数の顔画像データの
いずれに対応するかを特定する特定手段と、前記特定被写体撮像手段により生成された特
定被写体画像データを、前記特定手段により特定された顔画像データと対応付けて記録す
る記録制御手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項２記載の発明は更に、前記特定被写体撮像手段は、前記顔画像データ生成手段に
より生成された複数の顔画像データの各々に対応する複数の特定被写体画像データを、一
度の撮像または複数回の撮像で得られた画像データにより生成し、前記特定手段は、前記
特定被写体撮像手段により生成された複数の特定被写体画像データの各々が、前記顔画像
データ生成手段により生成された複数の顔画像データのいずれに対応するかを、前記顔画
像データおよび前記特定被写体画像データの検出位置または撮像順序に基づいて特定し、
　前記記録制御手段は、前記特定被写体撮像手段により生成された複数の特定被写体画像
データの各々を、前記特定手段により特定された各々の顔画像データと対応付けて記録す
ることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項３記載の発明は更に、前記特定被写体撮像手段は、人物の名刺を撮像して名刺画
像データを生成し、前記特定被写体撮像手段による前記複数の人物の名刺の撮像の際に、
当該撮像の案内を行う撮像案内手段を備え、前記特定手段は、前記撮像案内手段による撮
像の案内に従って前記特定被写体撮像手段により撮像され生成された前記複数の名刺画像
データと当該名刺画像データの各々に対応する顔画像データを、前記撮像案内手段による
撮像の案内の内容に基づいて特定することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項４記載の発明は更に、前記撮像案内手段は、前記特定被写体撮像手段により前記
複数の人物の名刺を一度に撮像する際に、当該複数の名刺の配置を案内し、前記撮像案内
手段による撮像の案内に従って前記特定被写体撮像手段により一度に撮像され生成された
前記複数の名刺に係る複数名刺画像データから各名刺毎に個別の名刺画像データを生成す
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る名刺画像データ個別生成手段を備え、前記特定手段は、前記名刺画像データ個別生成手
段により生成された前記複数の名刺画像データと当該名刺画像データの各々に対応する顔
画像データを、前記撮像案内手段による撮像の案内に係る前記名刺の配置に基づいて特定
することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項５記載の発明は更に、前記撮像案内手段は、前記名刺撮像手段により前記複数の
人物の名刺を複数回に分けて撮像する際に、当該複数の名刺の撮像順を案内し、前記特定
手段は、前記撮像案内手段による撮像の案内に従って前記特定被写体撮像手段により複数
回に分けて撮像され生成された前記複数の名刺画像データと当該名刺画像データの各々に
対応する顔画像データを、前記撮像案内手段による撮像の案内に係る前記名刺の撮像順に
基づいて特定することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項６記載の発明は更に、前記記録制御手段により対応付けて記録されている前記名
刺画像データ及び前記顔画像データに基づいて、名刺画像の所定位置に顔画像を配置して
顔画像付き名刺画像データを生成する顔画像付き名刺画像データ生成手段を備えることを
特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項８記載の発明は更に、前記特定被写体撮像手段により生成された前記名刺画像デ
ータに基づいて、前記名刺の文字を認識して文字データを生成する文字データ生成手段を
備え、前記記録制御手段は、前記顔画像データ生成手段により生成された前記複数の顔画
像データのうちの同一人の顔画像データと、前記文字データ生成手段により生成された前
記文字データとを対応付けて記録することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項９記載の発明は更に、前記記録制御手段は、前記顔画像データ生成手段により生
成された複数の顔画像データを同一のグループとして記録し、前記記録制御手段により同
一のグループとして記録されている前記複数の顔画像データを利用した名刺画像データの
登録処理の実行が指示されているか否かを判定する実行指示判定手段と、前記実行指示判
定手段により前記名刺画像データの登録処理の実行が指示されていると判定されると、前
記撮像案内手段による案内を開始することを特徴とする。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項１０記載の発明は更に、前記人物撮像手段により生成された前記複数の人物に係
る画像データに対して圧縮処理を施すデータ圧縮手段を備え、前記顔画像データ生成手段
は、前記人物撮像手段により生成され前記データ圧縮手段により前記圧縮処理が施される
前の前記画像データに基づいて、前記顔画像データを生成し、前記記録制御手段は、前記
人物撮像手段により生成され前記データ圧縮手段により前記圧縮処理が施された後の前記
画像データと、前記顔画像データ生成手段により生成された複数の顔画像データを関連付
けて記録することを特徴とする。
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